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肪量を測定した。 E常債は乳児では平均 369mg/dl， ミルクの 4種に就き拘機酸長を Natelson法に依 P
幼児374mg/dl，学童404mg/dl，、成人 476mg/dlで 測定した。
ある。 くり初乳は" 13名に就き分娩後の経過日数を諮っ
次に本法をチモ-}レj図濁反応，クシケル民法，セ てとれを観察した所，分娩後第 1日には非常に歩
ファ 9v-・コレステローノレ禁状反応 (C.C.F)と併用 ¥ ，その後急速に噌加し分娩後第 4日にで最高とな
し各疾患患現に実施した。疫痢に於では発病当初脂 り失第に減少の傾向を認た。
肪量が高〈経過を経るに従い減少しており，ナモ戸 くわ成熟乳231刊を測定し，その平均値は 36.6士 
Jレ，クジケノレは低値を示し， C. C. Fは1例に強陽 7.9 mg/dl，授乱期前宇では 40.7土6.5mg/d1，後宇
性であ P障碍が認必られた。赤痢では脂肪量の帯加 では 30.9士10.lmg/dlであったが両者に有意の差
は見られない。自己中毒症は幾分疫痢と類似しでい は認められなかった。l
る。乳児栄養障碍及び結核性脳膜炎，粟粒結核にで く3)市販牛乳及びエパミルクを測定した所，牛乳
「は一般に脂肪量が高い傾向にるる。一方肝硬変では では 167.2土2.7mg/dl，エパミルクでは 396.3士7.5
低イ症を示しク νケノレ，チモー ノレ， ブロムサルファレ mg/dlであった。
イνが陽性で、ある。ネフロ ゼ、で、は脂肪量の哲加が 結論，惨出性体質・及び乳児湿疹に人宇Lより牛乳のF
著しい。	 方が奏効ナる事があるが，との点乳汁中拘椴酸量と
本法は比較的簡単に血清総脂肪量を概測定量出来 関係がある様に思われる a 
Q利点があ!J，他白血清勝質反応と併用ナれば厳密
12.線色腫の臨株倒
に肝臓の組織損傷を示ナものでは勿論ないが，或程
度肝疾患の存否を知るのに有用で、はないかと思われ 小児科守岡 稔
る。 幅吐を主訴とし，脳脊髄液に著変(細胞数8768/3
10. Middlebrook	 髄波圧450)を墨し髄膜炎を思はせる様な症状で発!ζ並びBCG反応とDubos回
ヅベルクりン・アレルギ自の関係tζ就て 病し眼球突出を全経過中認、あられなかった 1例に遭
遇し之に ACTHを金量 100mgを1週間に亘り筋
小児科篠本 直，照屋正子， 注し X線照射 30"(隔日で反応を示さなかった耳下
星野悦子，薪藤永美子 腺，顎下腺の縮少，口内炎，鼻閉塞の治癒及び白血 
1) BCG接種，非接種のツ反実施後7ヶ月経過せ 球数の減歩を見た経験例を報告した。

る健康小中学生 1195名に就で Middlebrook-Dubos
13.右側横隔膜弛緩症の2慨に就て

反応くMD反応、と略ナ〉を実臨した。
 
2) スライド法と試験管;訟は略一致した。	 小児科森 和夫， rJ口広地 
3) '/反腸牲者はツ反i良性者より MD反応、陽性卒 11ヶ月の男児及び 2才2ヶ月の女児の右側横隔膜
が高じ女生徒は男生徒よれ高学年は低学年より 弛緩症の 2例に就で報告した。両側とも特別の自覚 
MD反応腸性率が高しとれはヅ反陽性率と平行し 症状なく，レ線検査により発見せられた。
ていた。 
の BCG接種7ヶ月後の者の MD勘i	
14.外傷盤上斜筋蹴痔の3例
生卒は蹴陽

性者及び自然陽転者のそれと略一致ナる。， 眼科教室柿栖米夫 
  
5) BCG再接種により MD陽性卒は噌大する。 私は外傷に依る単独上斜筋麻痔3例を経験した。 
6) 陰転者のMD陽性卒は陰性者のそれと略等し 第 1例は 10才D 男，相撲をとって投げられ，棋の
い。	 枯枝にで，右限上限除内背部事]傷し，直接上訴筋を 
損傷せりと思われる例。第 2例は 43才の女，前方
11.拘機酸の研究(第1報)iL汁中拘楊酸Iζ就
から疾走し来った自動車に街突，願倒し，後頭部打
いて	
撲し，t骨草神経核出血乃至はその附近の出血と思わ
小児科 山口一雄，奥野文雄，背野潤子 れる例。第 3例は 30才の男，軽オートパイ運転中
拘機酸が生体の代謝に重要なる関係を有ナると云 転倒し，右鼠.面を強打し，限官上縁打撲により，構
う事が近年強調せられで来た。 寧神経末椋部損傷せりと思われる例でああ。
私は乳汁に関し，初学'(，成熟筑，市販牛芋(，エバ
